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　町内最大の山門で、天保10（1839）年に再建されました。獅子や獏、渦巻などの美しい装飾が

色々なところにあり、窓や柱の形などに禅宗のお寺の様式をよく表した門です。

この建造物について
  けん    ぞう   ぶつ

　　　　　　　　　　　　　さん もん　　　　　てん ぽう　　　　　　　　　　　　　　　　　さい　けん　　　　　　　　　　　　　　　し　 し　　　　ばく　　うず まき　　　　　　　　　　　　　　　　そうしょく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんしゅう

洞松寺山門
とうしょうじさんもん

高梁川流域の

指定文化財（建造物）

たかはしがわりゅういき

し　　てい　 ぶん　　か　　ざい けん   ぞう   ぶつ

   ば    しょ

    え     ど       じ    だい

とうしょう　じ

場所
・ 矢掛町横谷

じ     だい

時代
・ 江戸時代
指定年月日

・ 平成13（2001）年
   12月3日
所有

・ 洞松寺
けん がく

見学

  し     てい  ねん  がっ    ぴ

しょ   ゆう

  や　かげ ちょう よこ だに

へい せい

けん がく か

見学可


